
Resortは観光地、保養地、Green は緑、樹木、四季のある景色

浦安市は日本有数の観光都市、でもお客のほとんどは市内を素通りだ。

住民にとっても、潤いのある四季豊かな環境でありたい。

自然な、山・川や田畑もない。でも、保養地のような街になれば、
そこで、市の隅々まで、RESORT GREEN TOWNにしたい。

すべての住宅地が、それぞれの環境に適したテーマで、

樹木、花木、草花をいくつかを組み合わせ、積極的に育成しよう。

自治会、管理組合、企業、学区など、街は住民がつくるもの、
管理地域、周辺の側道地、並木下部、垣根、プランターなど。
あじさいと楓の街、バラとどうだんつつじの街、
ハナミズキと萩の街、朝顔と菊の街、カンナの街、蘇鉄と寒椿の街
ひまわりとコスモスの学校、サルスベリの通り、物流バラ街道、
梅公園、つつじの公園、八重桜の道、などなど
イギリスや小布施市などの【プライベート・オープン・ガーデン】にならって、

言うなれば、【コミニティ・オープン・ガーデン】だ。

ともかく、少しずつ、広げていけば、浦安の街中が、緑と花、

花が咲いて緑が映える。緑のない街は裸の街だ。

自転車やバス路線に乗り、カーシェアリングを活用して、車を減らそう。
駐車場を減らそう、緑を増やそう。
市の公園も並木も、市民の多数決だけでは、無難で無個性になりかねない。

市民の声を取り入れながら、専門家によるアイデアで魅力的にしたい。

公園の一部にフラワーセンターを作り、指導、普及、販売しよう。

浦安市は県内トップの温暖地、ヒートアイランドの傾向だ。
地質、気候に合った植物で、ちょっと個性的に。
植物園のように、木々や花には名前カードをつけ、
市民みんなが関心を持って、緑を育て、花を咲かせ、街に話し声を広げよう。
安全で安心は市民生活の原点、豊かで美しい環境は市民の究極の課題
日常的な継続が必要だが、中でも花作りは最も即効的な見える効果がある。
市はこの活動を支援して、勉強会を開いて、情報として取り上げ、

緑化計画の中に組み込んで欲しい、息長く、実現するまで。

「花の浦安百景」を子供たちに

子供たちが花の美しい景色を見つける。美しい心が育つ。

心に描いた景色は、忘れない。子供が大きくなった時も、ふるさとが蘇る 。

浦安の街を　●　RESORT GREEN TOWN　●　に。
現在、日本の各都市では景観行政を重視、都市景観条例の制定に積極的だ。その殆どは、伝統的歴史建築群の保存と景観の維持、及び河川の自然的景観の保存が目的だ。しかし、浦安にはその様なものは殆ど無い。とすれば、浦安市には景観行政は不要だろうか？　いいえ、だからこそ、新しい都市景観を求めたいと思う。
東京都は震災後，戦災後の改革的な基本計画を度々破棄し、経済合理性によって、歴史的景観を破壊し、拡張を続けてきた。今また、規制緩和によって下町や湾岸地帯は激変してきた。浦安市もその波に飲み込まれていいのだろうか。
幸い、浦安市は比較的新しい街であり、江戸川を控え、ディズニー効果もあり、東京とは一味、違った、街でありたい。

ゆったりした街並と，暖かく落ち着いた居住空間を。

建物は孤立した存在ではなく、周辺と調和した意匠で、外面的に裏と表の極端な格差を作らない。美しい街では建物には裏側は作らない、あっても見せないもの。高層建築はセットバックしてグリーンベルトを作り、歩道を広く歩行者に圧迫感を与えることない建物を。道路の交差する街角の建物は出るだけ、安全のために通行する人たちの視野を妨げないようにしたい。歩道が狭く、自転車や、乳母車のすれ違い出来ないような歩道は作らない。
まとまった街区ごとに触れ合いの場を
新しい住宅街の多くは住宅専用で、日常消費の食品、飲食店、雑貨店、診療所、理髪店などが殆ど無い。これでは生活する街とは言えないし、周辺の低層住宅街に、次々と、最寄性の商店が乱立し、景観に影響を与えつつある。子供のある家庭、高齢者だけの家庭はどうする。触れ合いの場のない街は人気がなく、排他的に見えてさびしい。車を減らし、便利で、触れ合い出来る場所をつくろう。商店や集会所は計画的に集積している方が効果的だ。保育所の子供も、老人会も、身障者のリハビリも、ふれあいを求めて花のあるところに集まろう。
水辺と緑の街に

浦安市は水と緑の街という。でも周辺の水は残念ながら望ましい水質といえない。そして、緑が美しく水に映える場所なんてない。水と緑の街とはとても言えない。しかも、多様な船が利用され係留されているが美しいとも言えない。内陸の水辺の無い都市から見れば、水辺を活用しないことは、とっても贅沢な、もったいない話である。簡単ではないけれども、船を景観の、観光の、市民レジャーのテーマとして美しい係留場所を、業務用と個人用、発動機の有無など考慮して、小さくともリゾート地にふさわしい港を作りたい。東京周辺には無い、新しい港が出来ないだろうか。
海からの景観も

千葉県の東京湾埋立地は、海からの景観について、殆ど考慮されていない。コンクリートの壁とグレイの建物ばかりだ。陽ざしがなければ寒々とする。これでは船のお客は迎えられない。海浜レジャーもありえない。都市計画に、海からの景観なんて滅多に聞かれないけれども、浦安市は観光都市なのだ。浦安は海からの景観を重視しよう。そこにまた、新しい浦安の個性が生まれてくる。
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